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　キトラ古墳壁画の彩色及び漆喰の状態調査並びに展示環境の制御とモニタリング方法の調査研
究を行う。また、文化庁が行う高松塚古墳・キトラ古墳の壁画の調査及び保存・活用に関して技
術的に協力する。

　高松塚古墳壁画に関しては、平成 29 年度も修理施設内での害虫等生息調査、浮遊菌・付着菌
量調査、温湿度推移のモニタリングを継続し、安全な保存空間の維持に努めた。また、空調制御
プロセスの解析を、構築した計測システムによって行った。
　修復作業に関連する調査研究としては、壁画表面のクリーニングを行うために粗鬆化した漆喰
部分への強化方法の検討を行った。また、解体後 10 年目であることを念頭に、今後の保存方針
についての協議を重ねた。
　キトラ古墳壁画に関しては、「四神の館」における保管および公開の環境について調査協力し、
年間 4 回の集中メンテナンスに立会い、状況の改善を検討した。さらに、今までの修理記録につ
いてデータベースの作成を行った。また、泥に覆われた箇所に該当すると推定される顔料の可視
化について検討を行った。

・佐藤嘉則ほか「高松塚・キトラ古墳壁画上の微生物汚れの除去－酵素の選抜とその諸性質－」『保
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株の分子系統学的帰属およびPenicillium sp. 2 の分類学的記載と生物劣化問題へのかかわり」
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古墳の微生物群集構造解析」『保存科学』57　pp.23-48　18.3
・早川典子「キトラ古墳壁画の保存修復報告」『月刊文化財』No.649　pp.7-10　17.10
・早川典子ほか「キトラ古墳壁画の修復」文化財保存修復学会第39会大会　金沢歌劇座　17.7.2
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②保存修復に関する調査研究事業

テラヘルツ画像を利用した漆喰の空隙状況調査
（矢印部分に関して修理技術者による調査結果との比較検討を行った）


